
長
崎
半
島
の
南
端
、
脇
岬
の
砂
洲
が
き
れ
い
な
海
水
浴
場
の
す
ぐ
北
東
谷
に
「
み
さ

き
の
観
音
」
と
呼
ば
れ
る
、
ア
ー
チ
型
石
門
の
あ
る
曹
洞
宗
の
お
寺
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
お
寺
は
和
銅
二
年
（
七
〇
九
）
行
基
菩
薩
が
開
い
た
と
い
わ
れ
る
古
い
寺
で
す
。
江

戸
時
代
に
再
建
さ
れ
た
本
堂
に
あ
る
十
一
面
千
手
観
音
像
は
国
指
定
の
重
要
文
化
財
で

あ
り
、
本
堂
の
天
井
に
描
か
れ
て
い
る
一
五
〇
枚
の
絵
は
長
崎
の
画
人
、
石
崎
融
思
、

川
原
慶
賀
等
の
筆
で
長
崎
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

脇
岬
の
地
は
鎖
国
時
代
を
通
じ
海
上
交
易
の
要
所
で
、
風
待
ち
港
で
あ
っ
た
の
で
、

観
音
寺
は
長
崎
の
商
人
・
町
人
・
遊
女
や
唐
人
か
ら
も
信
仰
が
厚
く
、
行
楽
を
兼
ね
た

観
音
詣
で
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
参
詣
の
道
が
「
み
さ
き
道
」
と
呼
ば
れ
、
一
面
に
は
異
国
船
の
防
備
や
「
抜
け

荷
」
の
時
に
も
利
用
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

江
戸
時
代
の
諸
国
道
図
や
実
際
に
野
母
崎
徳
道
に
残
る
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
の

道
塚
を
見
る
と
、
長
崎
か
ら
野
母
ま
た
は
脇
岬
ま
で
は
七
里
（
約
二
十
八
km
）
の
道
で
す
。

し
か
し
、
文
献
が
少
な
く
現
在
で
は
道
路
や
交
通
手
段
が
急
激
に
変
っ
た
の
で
、
こ

の
旧
道
に
は
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
、
推
測
さ
れ
る
の
は
八
郎
岳
の
麓

か
ら
半
島
の
山
を
南
下
し
、
い
わ
ゆ
る
深
堀
あ
る
い
は
平
山
か
ら
野
母
・
御
崎
へ
通
じ

る
道
が
昔
の
街
道
筋
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
山
道
の
距
離
は
長
く
、
峠
越
え
が
あ
り
、
長
崎
を
朝
早
く
出
立
し
て

も
脇
岬
に
着
く
の
は
夕
方
で
、
一
泊
二
日
の
旅
と
な
り
船
便
も
利
用
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
こ
の
道
に
は
現
在
十
二
本
の
石
の
道
塚
が
現
存
し
、
観
音
寺
境
内
に
は
天
明

四
年
（
一
七
八
四
）「
道
塚
五
拾
本
」
と
刻
ん
だ
標
石
が
あ
り
、
こ
の
石
に
は
、
か
つ
て

魚
市
場
や
雑
物
替
会
所
が
あ
り
、
海
産
物
を
多
く
扱
っ
た
「
今
魚
町
」
が
こ
の
石
の
道

塚
を
道
筋
に
立
て
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
現
存
す
る
道
塚
は
各
所
に
点
在
し
、
刻
面
の
文
字
、
設
置
年
、
そ
し
て
石

の
大
き
さ
・
形
状
・
材
石
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
道
塚
の
五
十
本
を
設
置
す
る
た
め
に
は

数
年
は
か
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
間
に
は
道
筋
の
変
更
や
今
魚
町
自
体
の
状
況
の
変

化
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
は
た
し
て
道
塚
の
五
十
本
全
部
が
本
当
に
設
置
さ
れ
た
か
、
ま
た
観
音
寺

に
あ
る
道
塚
が
道
筋
の
五
十
番
目
の
道
塚
に
あ
た
る
と
考
え
る
と
疑
問
が
残
り
ま
す
。
当

時
今
魚
町
が
設
置
し
た
道
塚
は
、
現
在
三
和
行
政
セ
ン
タ
ー
隣
の
農
水
産
加
工
品
販
売
所

「
み
さ
き
駅
」
前
に
移
設
し
た
一
本
が
あ
り
ま
す
の
で
、
現
物
を
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い
。

景
勝
の
地
で
あ
る
脇
岬
の
事
に
つ
い
て
は
、
天
明
八
年
（
一
七
七
八
）
脇
岬
を
訪
ね

た
有
名
な
文
人
・
司
馬
江
漢
や
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
来
訪
し
た
修
験
者
・
野
田

成
高
の
日
記
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
最
も
参
考
と
な
る
文
献
は
、『
長
崎
談
叢
十
九
輯
』

に
収
め
ら
れ
て
い
る
林
郁
彦
稿
「
維
新
前
後
に
お
け
る
長
崎
の
学
生
生
活
」（
二
一
〜
二

二
頁
）
で
す
。

こ
れ
に
は
長
崎
医
学
伝
習
所
生
の
「
関
寛
斎
」
と
い
う
人
物
が
、
文
久
元
年
（
一
八

六
一
）
四
月
三
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
仲
間
三
人
と
脇
岬
観
音
寺
に
詣
で
た
日
記
が
紹

介
さ
れ
て
お
り
、
簡
潔
な
文
章
の
中
に
具
体
的
な
地
名
、
距
離
、
方
角
、
状
景
描
写
が

当
時
と
し
て
は
驚
く
よ
う
な
正
確
さ
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
関
寛
斎
」
は
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
千
葉
県
東
金
市
生
ま
れ
。
ヤ
マ
サ
醤
油
の

主
人
の
知
遇
を
得
、
長
崎
医
学
伝
習
所
に
き
た
の
は
三
十
歳
の
頃
で
す
。
松
本
良
順
の

弟
子
と
な
り
オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
ポ
ン
ぺ
に
蘭
方
医
学
を
学
び
、
後
に
は
阿
波
徳
島
藩
の

典
医
な
ど
を
勤
め
、
晩
年
は
北
海
道
足
寄
郡
陸
別
町
に
渡
り
、
長
男
と
と
も
に
未
開
の

地
の
開
拓
に
あ
た
り
、
八
十
三
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

今
か
ら
一
四
四
年
前
、「
関
寛
斎
」
が
日
記
を
残
し
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
「
み
さ
き

道
」
が
解
明
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
彼
の
記
述
を
私
た
ち
な
り
に
三
和
史
談
会

と
み
さ
き
道
歩
会
が
実
地
で
検
証
し
な
が
ら
、
現
存
す
る
十
二
本
の
道
塚
を
手
が
か
り

に
調
査
し
た
結
果
が
、
別
紙
の
『
江
戸
期
の
「
み
さ
き
道
」
推
定
ル
ー
ト
図
』
で
す
。

こ
の
ほ
か
参
考
に
し
た
資
料
は
、
①
安
政
・
萬
延
・
文
久
年
間
の
南
佐
賀
領
各
村
地

図
及
び
街
道
図
　
②
国
土
地
理
院
旧
版
地
図
　
③
真
鳥
喜
三
郎
著
「
ふ
る
さ
と
地
名
の

研
究
」
な
ど
で
す
。

こ
こ
で
関
寛
斎
が
歩
い
た
と
思
わ
れ
る
推
定
ル
ー
ト
を
、
現
在
の
地
名
で
大
ま
か
に

説
明
し
ま
す
。

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
四
月
三
日
（
往
路
は
深
堀
を
迂
回
す
る
）

（
寄
宿
先
高
禅
寺
出
発
　
大
村
町
か
）
｜
十
人
町
｜
石
橋
｜
二
本
松
神
社
｜
弁
慶
岩
バ
ス

停
｜
高
比
良
園
芸
（
源
ネ
ン
茶
屋
）
｜
ダ
イ
ヤ
ラ
ン
ド
｜
大
山
祗
神
社
（
鹿
尾
川
を
飛

び
石
）
｜
土
井
首
小
｜
江
川
河
口
（
間
路
と
渚
　
二
本
の
橋
渡
り
）
｜
記
念
病
院
（
以

前
は
山
鳥
越
峠
）
｜
御
船
手
｜
深
堀
｜
女
の
坂
古
道
｜
大
籠
新
田
神
社
｜
平
山
台
上
｜

国
道
蚊
焼
入
口
｜
茶
屋
跡
・
蚊
焼
峠
｜
徳
道
｜
ゴ
ル
フ
場
内
旧
町
道
沿
（
喪
失
）
｜
延

命
水
｜
高
浜
｜
古
里
｜
堂
山
峠
｜
観
音
寺
｜
脇
岬
（
脇
津
客
舎
泊
）

同
四
月
四
日
（
帰
路
　
野
母
に
行
き
堂
山
の
西
を
通
る
　
長
崎
道
回
り
）

（
脇
津
客
舎
出
発
　
脇
岬
）
｜
野
母
（
北
風
強
く
出
船
な
し
）
｜
深
浦
口
｜
出
口
｜

南
越
｜
古
里
｜
（
高
浜
か
ら
平
山
台
上
長
崎
道
分
れ
ま
で
往
路
と
同
じ
）
｜
平
山
｜
竿

浦
｜
土
井
首
中
裏
｜
土
井
首
小
（
往
路
の
道
に
合
う
）
｜
以
下
往
路
と
同
じ

道
塚
は
岳
路
海
水
浴
場
前
バ
ス
停
下
に
、
な
ぜ
か
一
本
だ
け
離
れ
て
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
は
「
み
さ
き
道
本
道
」
の
ほ
か
に
海
沿
い
の
「
岳
路
み
さ
き
道
」
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
測
し
ま
し
た
。
蚊
焼
西
大
道
道
塚
か
ら
分
岐
し
、
蚊
焼
｜
岳
路
｜
黒
浜

｜
尻
喰
坂
｜
以
下
宿
｜
高
浜
手
前
延
命
水
で
本
道
と
合
流
す
る
古
道
の
ル
ー
ト
で
す
。

集
落
を
結
ぶ
街
道
が
あ
っ
た
の
は
当
然
で
す
。

た
だ
徳
道
か
ら
今
は
ゴ
ル
フ
場
と
な
っ
た
二
ノ
岳
南
を
行
く
岬
木
場
回
り
の
コ
ー
ス

が
あ
っ
た
か
、
集
落
間
の
生
活
道
は
通
じ
て
も
、
遠
見
番
所
が
あ
る
遠
見
山
を
参
詣
の

道
と
し
て
利
用
さ
れ
た
か
、
文
献
や
道
塚
が
な
く
何
と
も
い
え
ま
せ
ん
。

な
お
、
調
査
に
関
連
し
大
久
保
山
か
ら
戸
町
岳
に
残
る
佐
賀
領
・
大
村
領
の
藩
境
塚

三
十
三
基
（
天
明
七
年
）
が
見
つ
か
っ
た
ほ
か
、
貴
重
な
史
料
と
な
る
蚊
焼
村
図
（
萬

延
元
年
）、
深
堀
森
家
記
録
（
明
治
二
十
九
年
）
等
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
の
で
報
告
し

て
お
き
ま
す
。（
連
絡
先
　
晴
海
台
町
四
五
｜
四
　
八
九
二
｜
〇
八
三
〇
）

（
み
さ
き
道
歩
会
）

｜
｜
｜
｜
｜
｜

○
八
月
九
日
、
長
崎
の
人
達
に
と
っ
て
は
忘
れ
ら
れ
な
い
日
で
あ
る
。
更
に
今
年
は
其

の
六
十
年
忌
に
当
る
と
言
う
。「
平
和
祈
念
像
」
に
、
ひ
た
す
ら
平
和
で
あ
る
事
を
祈

り
ま
し
ょ
う
。

○
最
近
、
長
崎
で
も
東
京
の
大
江
健
三
郎
先
生
や
梅
原
猛
先
生
方
が
提
案
さ
れ
た
「
九

條
の
会
」
の
長
崎
支
部
が
発
足
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
良
い
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
こ
こ
数
年
、
毎
年
七
月
・
八
月
の
土
曜
の
夜
か
ら
日
曜
の
朝
に
か
け
て
近
く
の
お
寺

の
本
堂
か
ら
、
子
ど
も
達
の
元
気
な
に
ぎ
や
か
な
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
こ
れ
は
市

内
の
小
学
生
が
一
泊
研
修
会
に
寺
の
本
堂
に
集
ま
っ
て
こ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
言

う
。
そ
の
声
を
聞
い
て
い
る
と
何
か
た
の
し
い
気
に
さ
せ
ら
れ
る
。

○
八
月
は
国
土
交
通
省
主
催
の
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
で
あ
る
。
今
年
も
本
会
で
は

国
土
交
通
省
の
趣
旨
に
そ
っ
て
長
崎
港
口
の
女
神
大
橋
の
見
学
、
吉
田
松
陰
が
歩
い

た
平
戸
街
道
と
国
道
を
対
比
し
な
が
ら
歩
き
、
道
路
に
つ
い
て
国
土
交
通
省
成
沢
課

長
を
中
心
に
研
修
を
う
け
、
午
後
六
時
長
崎
に
帰
着
し
た
。

○
今
月
は
次
の
三
冊
の
本
の
寄
贈
を
受
け
た
。

一
、
西
日
本
文
化
協
会
（
福
岡
市
）
協
会
誌
四
一
二
・
瀬
野
精
一
郎
先
生
「
足
利
直

冬
」
他
九
編
、
副
題
に
「
人
と
歴
史
と
自
然
へ
の
多
様
な
視
点
」
と
あ
っ
た
。

二
、
九
州
歴
史
資
料
館
「
研
究
論
集
三
十
」
に
は
橋
口
達
也
先
生
の
明
器
銅
戈
考
他

六
件
の
論
考
と
、
資
料
紹
介
と
し
て
福
岡
県
立
朝
倉
高
校
蔵
出
土
祭
祀
資
料
が

あ
っ
た
。
更
に
巻
末
に
は
研
究
論
集
絵
目
次
あ
り
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

三
、
長
崎
文
献
社
よ
り
、
布
袋
厚
先
生
著
「
長
崎
石
物
語
」。
新
し
い
長
崎
史
研
究
書
と

し
て
座
右
に
置
か
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。（
長
崎
文
献
社
刊
・
一
六
八
〇
円
）

○
九
月
一
日
は
崇
福
寺
の
中
国
盆
（
普
度
ポ
ー
ル

）
最
終
日
で
あ
り
、
夜
七
時
頃
よ
り
行
か
れ

る
と
よ
い
。

○
九
月
の
「
な
が
さ
き
の
空
」（
二
七
八
号
）
は
十
月
七
・

八
・
九
日
の
「
長
崎
く
ん
ち
」
の
資
料
と
し
て
、
恒
例

に
よ
り
越
中
先
生
に
「
長
崎
く
ん
ち
今
年
の
見
ど
こ
ろ
」

を
執
筆
し
て
い
た
だ
く
事
に
し
た
。（
九
月
二
十
日
頃
発

送
予
定
）

風
信

二
七
七
号

平
成
十
七
年
八
月
二
十
日

江
戸
期
の
「
み
さ
き
道
」
｜
医
学
生
関
寛
斎
日
記
の
推
定
ル
ー
ト
｜

橋
本
　
幸
雄
・
鈴
木
　
逸
郎

江戸期の「みさき道」推定ルート


